
2020 年度事業報告  

１．はじめに  

 茨木市人権三島地域協議会では、三島地域を中心として、同和問題の早期解決にむ

けた取り組みを進めながら、さまざまな人権問題へのアプローチを行い、人権意識の

向上を進め、人と人とが豊かにつながるまちづくりを目指し事業を展開してきました。 

 

①  2020 年度は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受け、地域活動の展開が

大きく制約された年でもありました。大阪では 4 月 7 日に緊急事態宣言が発出され、

①密閉空間、②密集場所、③密接場面の回避（いわゆる「３密」回避）や手洗い、

咳チケットが励行され、ニューノーマルといった新しい生活様式の具体例も示され

ました。5 月 31 日にいったん解除となったもの、2021 年 1 月 7 日（13 日区域

変更）2 回目の緊急事態宣言が出されました。大阪では 2 月末（東京などは 3 月 21

日）で解除となりましたが、変異ウイルスも含め第 4 波ともいうべき感染拡大の影

響を受け、新型コロナウイルス感染症まん延防止等重点措置が大阪も対象となりま

した。  

 

②  地域住民の生活においては、新型コロナウイルス感染拡大の影響によって、時短

営業や深夜営業の自粛、不要不急の外出や府県をまたいでの移動を控えるよう呼び

掛けられるなど大きな影響がありました。その影響から収入が減り、生活の見通し

に困って相談に来られた方、在宅ワークや子どもたちが家で過ごす時間が増えたこ

との影響からか児童虐待件数も増えています。  

また、食事の確保や見守りができないといった方、家族に持病があり人と会うの

が不安で外に出られない、家で過ごす時間が多く、運動不足や体調が心配。さらに、

医療従事者を排除するような言葉かけや在宅ワークによるストレスが増え家族との

関係が悪化したといった相談もありました。  

 

③  これまでの地域活動の基盤には、孤立や孤独を防ぎ、コミュニケーションやつな

がりを大切にしながら、地域の助け合い、人権のまちづくりの取り組みを進めてき

ました。  

  ただ今回のコロナ禍の中でフィジカル・ディスタンス (身体的距離 )を取るよう求め

られ、人と出会うことへの不安だったり、外出することの自粛などがみられ、ウイ

ルスの感染拡大予防、健康被害の防止と共にコミュニケーションを高める取り組み

の模索が必要となっています。  

 

④  また、感染拡大と同時にコロナ差別と言われる感染者、その家族、医療従事者等

に対して、排除や忌避といった人権侵害事象も起こっています。感染防止に対して

過度で攻撃的な“自粛警察”といった行動も見られ、過去、ハンセン病問題にも表

れている“無らい県運動”を彷彿とする人権侵害も起こっています。こうした行為

は、人権侵害であるとともに、感染拡大の一助にしてしまう可能性があり、絶対に

許すことはできません。  

 

⑤  近年の日本の人権問題をめぐる状況では、｢障害を理由とする差別の解消の推進に

関する法律 (障者差別解消法 )｣、「本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向

けた取組の推進に関する法律 (ヘイトスピーチ解消法 )、｢部落差別の解消の推進に関

する法律 (部落差別解消推進法 )差別解消 3 法が制定されてきました。いずれの法に

おいても、その具体化を図るため地域での具体的な相談や実態を把握して、早期の

課題発見がなお一層求められています。  

 

⑥  大阪府においては「人権尊重の社会づくり条例」が改正され、「性的指向及び性自



認の多様性に関する府民の理解の増進に関する条例」「人種又は民族を理由とする不

当な差別的言動の解消の推進に関する条例」が制定、施行されました。  

茨木市では、2017 年 3 月に「第 2 次茨木市人権施策推進計画」が策定され、基

本方針に基づき、近年の社会情勢を踏まえた施策課題の中でも、特に本市が取り組

むべき主要な課題として、10 の重点課題を挙げ、取組の方針と施策の方向性を示し、

より確実に施策を推進するために策定されています。  

 

⑦  地域においては、総持寺いのち･愛･ゆめセンターの機能の充実を図る「地域交流

促進･相談機能強化事業（2016 年 6 月～）」、中学生の学習支援と生活のサポートを

行う「茨木市学習・相談支援事業 (東ブロック )（2016 年 7 月～）」、生きづらさを

抱えた若者などの居場所支援などを行う「ユースプラザ事業（EAST）（2017 年 6

月～）」など、地域の NPO(M-CAN)や福祉委員会との共同事業、そして様々な方の

協力や参画して取り組みが進められてきています。  

 

⑧  そして 2020 年度も新しい地域活動も始まりました。  

大阪北部地震、台風 21 号の被害に遭い、地域活動の拠点であった「みかん屋」が

破損して閉所していましたが、2020 年 10 月「みかん屋・総持寺カフェ」として

リニューアルされ、コミュニティカフェ事業「ぷらぷら」や障がい者の就労支援と

してのベーカリーカフェ「ペコロス」の出張営業など合同会社によるレンタルスペ

ースとして運営が始まりました。  

また、地区福祉委員会が三島丘府営住宅旧集会所の運営を任されることとなり、

茨木市いきいき交流広場「みしま・らくらく亭」が 2020 年  月（火・水・木曜日

の午後）からスタートしました。  

さらに、休眠預金を活用しての助成事業「三島・ひとまち元気支援事業」が、NPO

法人 M-CAN によって取り組まれています。  

 

⑨  新しい事業が始まることで「課題」や「人」が見えてきます。例えば、「学習･相

談支援事業」が地域の NPO が受託し、これまで子どもの学習支援として実施してき

た「みしま楽集塾」とともに、子どもの学習支援や居場所として活動が広がりまし

た。参加することどもたちの様子から、子どもの「食」の貧困や厳しい家庭環境で

過ごしている子どもたちの「つぶやき」がありました。  

ユースプラザ事業 EAST（ちょい）の活動では、生きづらさを抱えた若者が集い、

家族関係、就労問題、まわりとのコミュニケーションなど様々な悩みをもって音連

れてくる実態があり、それぞれの課題にそれぞれのペースで関わっています。  

愛センターの地域交流促進･相談機能強化事業の一環としてまとめられた「相談白  

書」では、「生活困窮」や「高齢化」などから一気に家族全体の問題が表面化する

などの相談がありました。  

「三島・ひとまち元気支援事業」では、コロナ禍における福祉のニーズアンケー

トに取り組まれました。人と接することに不安を感じ、相談や外出を控えている実

態も明らかになりました。  

 

⑩  大阪府人権協会の助成事業に人権三島地域協議会としてエントリーしました。  

 2021 年度から 3 年間の助成事業 (休眠預金活用事業 )に応募し、採択されました。  

  これまで取り組んできた人権にかかわるつながりをベースに「人権 FM 放送局開  

設事業」としてまとめ、情報発信していくこととしています。   

    

以下、こうした活動の中から発見される課題や一人ひとりの丁寧な相談活動を大

切にしながら活動を 2020 年度の特徴的な取組みを報告します。  

 

 



２．自立支援  

 

（１）相談活動  

 自立支援と自己実現、生活の安全と人権を守る事業として地域の各機関が連携し、

「相談事業」を推進しています。相談活動の実施にあたっては 5 つの機能（①「気

づき」と「癒し」②エンパワメントと自立支援③権利擁護と橋渡し役④発見と予見

⑤効果測定と組織化）を念頭に進めています。  

  愛センターの委託事業である｢地域交流促進･相談機能強化事業｣の一環として実

施されている｢支援方策検討会｣では、愛センターの相談事業、NPO の相談活動、

CSW(コミュニティソーシャルワーカー )による支援活動など愛センターを拠点に取

り組まれている相談支援活動をまとめ、「相談白書 2020」として取りまとめられる

予定です。  

  なお、愛センターで取り組まれた相談件数は、延べ 788 件となっています。委託

の相談機能強化事業 (233 件 )をあせると、1、021 件となりました。  

 

【愛センター相談件数】   788 件  

【相談機能強化事業/NPO 委託分】  233 件        合計  1,021 件                                       

 

①  日常的に CSW、NPO(ミカン )や地域の関係機関等と連携を深め、民生児童委員

とともに高齢者の見守り活動を共に進めてきました。  

②  また、地域での子ども達への学習支援等の活動が実施されていることから、小

学生･中学生やその親からの相談支援を進めてきました。  

③  就労相談は、2014 年度からは、(一社 )ヒューマンワークアソシエーション（B

サポート）と連携して、「おしごとじっくり相談会」（毎月第 4 木曜日 13:30～

15:30）に取り組みました。  

④  また、長期間仕事をされていない方や長時間の仕事が苦手な方などに、「お試し

就労」「チャレンジ就労」としてユースプラザ事業「ちょい」と連携してハローワ

ークなどに誘導しました。  

 ⑤  2020 年度から、総持寺愛センターでは、生活に関わる家計の相談を社会保険

労務士の方にアドバイスをいただける「くらし設計相談」が始まりました。年金

や手当、借入金も含めお金の使い方も含めて相談に乗っていただいています。  

⑥  フードバンクを利用した支援活動も広がりつつあります。また、家財や日常生

活用品とともに、必要無くなった方から必要な方へのリサイクル活動にも取り組

まれています。  

 

（２）住宅管理・環境・まちづくり  

市営住宅は、日常的には、市営住宅の老朽化に伴う設備・環境等についての相談

や補修・管理等について対応してきました。また、入居者へのヒヤリング (聞き取り

相談 )などを実施し、大規模修繕や今後も住宅政策について関係行政機関とも協議を

進めました。その他の活動としては、①市営住宅及び付属施設 (集会所 )の管理をおこ



なっています。②市営住宅や府営住宅の募集案内を必要な方に周知・提供しました。  

 

（３）「みしま楽集塾」の取り組み  

  青少年センター廃止にともない、放課後の子どもたちの居場所づくりとして元教

諭や大学生を中心に「みしま寺子屋事業」が始まりました。現在「みしま楽集塾」

として定着し、小学生・中学生を対象に、主には、学校で出た宿題などを持ち込み

子ども同士励まし合いながら、勉強やさまざまな事に取り組みました。さまざまな

子どもたちが参加する中で、子どもを取り巻く状況の把握ができました。  

また、茨木市｢学習･相談支援事業｣が NPO ミカンで実施されることとなり、これ

までの「みしま楽集塾」とあわせ実施されています。  

 

【開催状況】  

【茨木市学習・生活支援事業】  

 ●実施場所・時間・回数・登録者数・ボランティア数  

  茨木市立総持寺いのち・愛・ゆめセンター  

本館２階実習室／別館２階学習室   

  毎週火・木曜日（18:30～20:30）  

  習支援ボランティア登録     

  ※保護者からの相談・・・面談、電話相談、夜間相談  等    

 

【みしま楽集塾（地域子ども居場所拠点事業）】  

  毎週火・木曜日（18:30～20:30）  

 

■小学生  

実施場所 :茨木市立総持寺いのち・愛・ゆめセンター別館  

学習支援  毎週水・木・金曜日（午後３ :30～５ :00）  

 

３．自主活動への支援  

（１）会員団体への支援を行いました。  

地域住民の自主活動や地域団体の活動支援に取り組みました。  

①  相談･指導･助言･調整をはじめ ,講師派遣等、会員団体へ支援をおこないました。 

 ②  三島中学校区青少年健全育成協議会をはじめ、地域の関係団体に委員として参

画し、地域行事などの運営に協力してきました。  

 

（２）発達障がいの子どもたちの支援「あすなろ」活動への支援を行ってきました。  

 ①  発達障がいを抱える子どもたちの居場所として愛センターを利用し、活動を

続けてきましたが、「ユースプラザ EAST（ちょい）」の取り組みとも連携して

引き続き活動が続けられています。  

  ②  同じ悩みを抱える親の交流会への誘導を行いました。  

 

（３）みしまの歴史探索事業では、中城水平社１００周年に向けた取り組みの検討や   

資料収集を行いました。  

 



（4）「安心ドアセンサー」設置推進の取り組み  

引き続き、地域での見守りの仕組みづくりの一環として「安心ドアセンサー」

設置推進に協力しています。  

設置されたお宅が、48 時間ドアの開閉がないと取り付けられたセンサーが鳴り

ます。となり近所の方がセンサーの音に気づき、鳴っているお宅を訪問。連絡先

である「NPO ミカン｣に連絡をいただくとともに、家の様子を伺ってもらうとい

った、地域住民相互の見守りを助けるセンサーとして機能しています。現在約 20

世帯に設置されています。  

また、毎年の１月には、電池交換も合わせて設置世帯に見守り訪問を実施して

います。なお、三島地域全体で取り組めるよう福祉委員会が設置の補助制度を創

設されています。  (2/6 電池交換＆訪問活動）  

 

（5）地域活動支援センター｢菜の花｣卓球大会  

 毎年、｢菜の花｣や茨木病院｢デイケア｣利用者や三島中卓球部、地域の関係団体

の方など、｢卓球大会｣を開催しており、参加しましたが、新型コロナウイル薄感

染拡大の影響を受け、中止となりました。  

   

（6）コミュニティサロン（バザー）｢みかん屋市｣の取り組み  

   NPO 法人  M-CAN（みかん）が、地域の出会いや交流をテーマにコミュニテ

ィサロン（バザー）を開催してきました。今年は、3/13（土）10 時から総持寺

愛センターで開催しました。  

 

（7）茨木市社会福祉協議会のモデル事業として、コミュニティカフェ｢ぷらぷら｣とし

て主に、金・土･日曜日の午後に地域の息いのサロンとして開設されました。なお、

緊急事態宣言発出中は、閉店を余儀なくされました。  

   

４．啓発・交流・研修  

（１）愛センター地域交流事業  『みしま・

まちの玉手箱』の開催  

三島地域の交流事業として、愛センター利

用者及び周辺地域住民との地域交流の機会な

どを目的に、「みしま･まちの玉手箱」開催し

ました。なお、2020 年度は、コロナ禍の中、

飲食を伴う出店等については出店を取りやめ、

ステージ発表や作品展示なども規模を縮小す

るとともに、2 週にわたり開催しました。  

 また、コロナ禍の中の「健康栄養講習会」

やフードバンクおおさかと連携した「食」の

リサイクルイベントを開催しました。  



 

（2）「更生保護/再犯予防･更生保護は地域のしごと」  

  地域で活動されている更生保護 (司法分野 )、人権 (福祉分野 )関係者の方々と協力し、

(一社）よりそいネットおおさかかとの連携のもと矯正施設退所者の人権問題に取り

組みました。  

   

（3）人権問題講演会・学習会の開催  

 愛センターの啓発交流促進事業の委託事業の一

環として、2 回の人権問題講演会・1 回の勉強会

が開催されました。オンライン配信を初めて試み  

 

 

 

 

 

 



などコロナ禍の中で開催を模索し、構成員の皆さんに呼びかけました。  

またコロナ差別に対しての啓発を行いました。  

なお、支援方策検討会は、新型コロナウイルス感染拡大対応として、資料送付

のみとなりました。ケース会議や連携会議も、中止や延期もありましたが、以下

の通りの開催状況でした。  

 

(ケース会議等一覧 ) 

 

（４）茨木市人権センター等が主催する会議・事業に参画、周知しました。  

  ○  茨木市人権センターの主催行事や人権問題をテーマにした研修会等の周知・参

画を行いました。  

〇  人権啓発に係る研修会や学習会等に誘導し、人権意識の向上と自己啓発を促し

ました。  

 

（5）各方面からフィールドワークに来られました。  

  ○  大阪府内をはじめ府外からの、「まちづくり」についての研修やフィールドワ

ーク、問い合わせ等に対応しました。  

 

５．差別事象の報告  

  (別表参照 ) 

回  開催日時  内   容  

1 4 月  地域連携会議・セーフティネット会議 (中止 ) 

2 
6 月 4 日 (木 )13:30～  

6 月 11 日 (木 )10:00～  

庄栄セーフティネット会議  

三島セーフティネット会議  

3 
7 月 16 日 (木 )10:00～  

           15:00～  

地域連携会議  

子育てに関するケース会議  

4 

8 月 6 日 (木 )10:00～  

          13:30～  

8 月 13 日 (木 )10:00～  

8 月 20 日 (木 )15:00～  

支援方策検討会 (中止 ) 

庄栄セーフティネット会議  

三島セーフティネット会議  

地域連携会議  

5 
10 月 1 日 (木 )13:30～  

10 月 8 日 (木 )10:00～  

庄栄セーフティネット会議  

三島セーフティネット会議  

6 
12 月 3 日 (木 )13:30～  

12 月 10 日 (木 )10:00～  

庄栄セーフティネット会議  

三島セーフティネット会議  

7 

2 月 3 日 (木 )13:30～  

2 月 18 日 (木 )10:00～  

2 月 24 日 10:00～  

庄栄セーフティネット会議  

子育てに関するケース会議  

事例検討会  

8 
3 月 11 日 (木 )10:00～  

3 月 11 日 (木 )11:00～  

三島セーフティネット会議  

支援方策検討会学習会「地区保健福祉センターについて」  


